
4 1st 18
15 2nd 15

21 3rd 14

15 4th 9

－

No. 出場 得点 3P 2P FT Ｆ No. 出場 得点 3P 2P FT F

4 × 7 1 2 0 0 4 × 14 0 7 0 4

5 × 6 0 3 0 2 5 × 20 0 10 0 4

6 × 2 0 1 0 1 6 × 4 0 2 0 1

7 × 36 0 13 10 2 7 × 13 0 5 3 4

8 × 2 0 1 0 1 8 / 0 0 0 0 0

9 DNP 0 0 0 0 0 9 × 5 0 2 1 4

10 DNP 0 0 0 0 0 10 DNP 0 0 0 0 0

11 DNP 0 0 0 0 0 11 DNP 0 0 0 0 0

12 DNP 0 0 0 0 0 12 DNP 0 0 0 0 0

13 / 2 0 1 0 1 13 DNP 0 0 0 0 0

14 DNP 0 0 0 0 0 14 DNP 0 0 0 0 0

15 DNP 0 0 0 0 0 15 DNP 0 0 0 0 0

16 DNP 0 0 0 0 0 16 DNP 0 0 0 0 0

17 DNP 0 0 0 0 0 17 DNP 0 0 0 0 0

18 DNP 0 0 0 0 0 18 DNP 0 0 0 0 0

55 1 21 10 7 56 0 26 4 17

×…スターター　/…出場　DNP...未出場　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル

BOXスコア

TEAM  A 創徳

触沢　拓弥

帯広西陵

林　一真

益川　智哉

伊東　海斗

選　手　氏　名

中川　貴晶(CAP)

山本　拓実

市川　右

相羽　紘暉

横澤　蓮

柴田　匠

道　幹多

日下部　洸希

武田　ビトル

村上　風汰

馬場　俊介

髙橋　蓮 高橋　凜太朗

斎藤　翔

佐藤　岳斗

角田　宗久

沢井　空

澤田　拓斗

猪原　誠史

記載者 水口武彦 （所属）

笠原　至紋

　帯広西陵（北海道）と創徳（三重）が対戦。開始から＃４を中心に速い攻撃をする帯広西陵に対して、創徳は動きが重く４点をリード
される。タイムアウト後も帯広西陵の出足は速く、＃４、＃５を中心にリバウンド、ルーズボールから着実に加点。創徳も＃７の１対１
や＃８のポストプレーで攻め続けるも帯広西陵が速攻から着実に加点し、創徳４－１８帯広西陵で２Ｑへ。２Ｑも開始から帯広西陵
の流れは変わらず、＃４を中心に連続ポイントで差を広げる。創徳も＃７の１対１で差を詰めようとするが、帯広西陵がリバウンド、
ルーズボールを着実に点に結びつけ創徳１９－３３帯広西陵で後半へ。
　後半は、前半と逆の展開に。前半に取れなかったルーズボールを創徳が取り始め、Defのプレッシャーが強くなり、一気に点差を詰
め始める。創徳＃７の得点で差を詰めると、帯広西陵のミスも目立ち始める。創徳＃７、帯広西陵＃４、＃５の点の取り合いで７点差
とし、創徳４０－４７帯広西陵で３Ｑ終了。４Ｑは、開始から創徳＃７が次々に得点を重ね１点差にする。その後も創徳は♯７を中心に
攻め続け、残り２分で逆転に成功。創徳５３－５１帯広西陵となったところで帯広西陵はタイムアウト。帯広西陵は＃７のシュートで同
点にすると＃５の得点で逆転に成功。創徳も＃７の得点ですぐに追いつき、残り４０秒に５５－５５となったところで帯広西陵がタイム
アウト。残り２０秒で帯広西陵＃７が得たフリースローを１本決め、創徳５５－５６帯広西陵と逆転し終了。両者とも本来の持ち味を出
し切る、最後まで目の離せない好ゲームであった。

小笠原　蓮華

目黒　伶辻　大貴

今野　凌

福井県バスケットボール協会

戦　　評

合計

坂田　明彦
合計

コーチコーチ 田中　康夫

○

創徳

(三重)

帯広西陵

(北海道)

選　手　氏　名

佐々木　綾聖

髙橋　彪雅(CAP)

TEAM  B

55

（なし）

（なし）

56

TEAM  A

大会名
平成２８年度全国中学校体育大会
第４６回全国中学校バスケットボール大会

コート

カテゴリー

 トリムパークかなづ

2016年8月23日(火)

ＴＢコート　第３試合

会　　場

●

日　時

得点経過

加藤　暁生

大下　俊之

男　予選Dリーグ第２試合

12:10
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